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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは「2020中期経営計画」の初年度を迎え、基本コンセプト「継続的戦略課題への取り

組み」と「成長に向けた新たな挑戦」に基づき、「コア事業での高シェア・高収益の実現」「海外市場 

での成長基盤の確立に向けた積極的な事業拡大」「健康を軸とした新たな価値領域での仕掛け」「構造 

改革の継続的な実行と個別事業課題の克服」「経営基盤の進化とＣＳＲの推進」に向けて取り組みを 

進めています。 

 2019年３月期は、2020中期経営計画の達成に向けて、食品・医薬品の両セグメントともにコア領域・ 

成長領域に経営資源を重点的に投下し、さらなる売り上げ拡大に取り組むとともに、海外事業の展開も 

積極的に進めています。また、食品セグメントでは物流費や人件費の上昇、医薬品セグメントでは 

薬価改定の影響を大きく受けるなど両セグメントともに厳しい環境下において、費用の効率的な支出や 

生産性向上に取り組んでいます。 

 当第３四半期連結累計期間の売上高は 9,506億98百万円（前年同期比 1.5％増）、営業利益は 796億 

４百万円（同 10.3％増）、経常利益は 809億３百万円（同 8.9％増）、親会社株主に帰属する四半期 

純利益は 618億93百万円（同 22.0％増）となりました。 

 なお、2018年７月２日付で当社および当社の事業子会社であるMeiji Seika ファルマ株式会社は、 

一般財団法人化学及血清療法研究所の主要事業を現物出資により承継したＫＭバイオロジクス株式会社 

の株式を一部取得し、連結子会社化しました。 

（単位：億円） 

2018年３月期

第3四半期累計 

2019年３月期

第3四半期累計 
対前年同期 

増減額 
主な増減要因 

売上高 9,368 9,506 138 詳細はセグメント別の概況に記載 

営業利益 721 796 74 詳細はセグメント別の概況に記載 

営業外収益 34 30 △4 為替差益△6

営業外費用 13 17 3 為替差損+5

経常利益 743 809 65  ―

特別利益 50 134 83 負ののれん発生益+65、固定資産売却益+24 

特別損失 42 57 15
災害（地震、台風等）による損失+13、

減損損失+5、固定資産廃棄損△15

税金等調整前

四半期純利益
751 885 133  ―

法人税等 235 244 8  ―

非支配株主に帰属する

四半期純利益
8 22 13  ―

親会社株主に帰属する

四半期純利益
507 618 111  ―
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【発酵デイリー事業】 （ヨーグルト、牛乳類、飲料等） 

・売上高は、リニューアルした「明治ブルガリアヨーグルト」のプレーンタイプが好調に推移しま

したが、プロバイオティクスの減収により、前年同期を下回りました。

・営業利益は、減収の影響や物流費等の増加により前年同期を下回りました。

【加工食品事業】 （チーズ、バター・マーガリン、クリーム、アイスクリーム、冷凍食品等） 

・売上高は、「明治北海道十勝カマンベールチーズ」や業務用クリームが好調に推移したことに

加え、アイスクリームも「明治エッセルスーパーカップ」シリーズが増収となり、前年同期を

上回りました。

・営業利益は、主要製品の増収により前年同期を大幅に上回りました。

【菓子事業】 （チョコレート、グミ、ガム等） 

・売上高は、2018年４月からの取引制度見直しによる販売価格の変更やチョコレートの減収に

より前年同期を大幅に下回りました。

・営業利益は、宣伝費等の削減に努めましたが、減収の影響により前年同期を下回りました。

【栄養事業】 （スポーツ栄養、粉ミルク、流動食、美容、ＯＴＣ等） 

・売上高は、「ザバス」が好調に推移し、流動食「明治メイバランス」シリーズも増収となった

結果、前年同期を上回りました。

・営業利益は、販促費等が増加したものの主要製品の増収により前年同期並みとなりました。

【海外事業】 （海外子会社、輸出） 

・売上高は、台湾での粉ミルク販売や、牛乳を中心に乳製品が好調に推移した中国子会社の増収が

寄与し、前年同期を大幅に上回りました。

・営業利益は、中国子会社の増収により前年同期を大幅に上回りました。

・2018年４月より台湾明治食品股份有限公司を連結子会社化しました。

【その他国内子会社】 （飼料、畜産品、砂糖および糖化穀粉、運送等） 

・売上高は、砂糖商社や畜産品会社の減収の影響がありましたが、物流会社や飼料会社の増収により

前年同期並みとなりました。

・営業利益は、畜産品会社等の減収により前年同期を大幅に下回りました。
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

四半期純利益 51,582 64,147 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 10,572 △1,657 

繰延ヘッジ損益 38 45 

為替換算調整勘定 △512 △749 

退職給付に係る調整額 1,832 1,654 

持分法適用会社に対する持分相当額 275 △181 

その他の包括利益合計 12,206 △889 

四半期包括利益 63,789 63,257 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 62,903 61,111 

非支配株主に係る四半期包括利益 885 2,146 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に 

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率 

を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当社の食品セグメントに属する株式会社明治のうち菓子工場等及びその一部の国内連結子会

社の有形固定資産の減価償却方法については、従来、定率法（ただし、1998年４月１日以降に

取得した建物並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備および構築物については定額

法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更いたしました。 

2026ビジョンに基づき当連結会計年度より開始した「2020 中期経営計画」において、コア事

業での高シェア・高収益を実現していく方針です。具体的には、健康志向チョコなど市場にお

ける競争優位性の高いコア事業の市場が拡大していることから、当社グループは経営資源をコ

ア事業に集中し、これに合わせた設備投資を計画しております。これを契機に、生産設備の稼

働状況を検討した結果、長期安定稼働が見込まれるため、定額法により取得原価を耐用年数に

わたって均等配分することが、今後のグループの経営実態をより適正に反映するものと判断し

ました。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は 3,391百万円増加しております。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分

に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２） 

  食品 医薬品 

売上高          

(1）外部顧客に対する売上高 815,042 121,782 936,824 - 936,824 

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
458 560 1,019 △1,019 - 

計 815,500 122,343 937,843 △1,019 936,824 

セグメント利益 64,947 7,569 72,517 △348 72,168 

    (注)１．調整額は以下のとおりであります。

        セグメント利益の調整額△348百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用△349百万円が含まれております。全社費用は当社（持株会社）運営に係 

        る費用等であります。 

       ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

 

（のれんの金額の重要な変動） 

 のれんの金額の重要な変動はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益） 

 重要な負ののれんの発生はありません。 
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